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 第 1 章では、著者は、序論として公営住宅標準設計 51C 型（以下「51C 型」）が登場する社会的














また、第 3 章では、著者は図面として描かれた 51C 型をめぐる、実際の建設の現場での対応を
述べている。沖縄を除く 46 都道府県にアンケートを行い、各都道府県における 51C 型の建設状況
についてまとめている。39 都道府県からの回答によって、そのうちの 19 の県では実際に 51C 型が
建てられていたことを明らかにしている。また、文献研究と組みあわせて、それらの都道府県の図







第 4 章では、著者は 51C 型が以後の公営住宅標準設計にどのような影響を及ぼしたかを論じて
いる。51C 型以降の公営住宅標準設計を見ると、1950 年までと違い台所兼食事室が計画されてい
ることがわかること、また、2 章で求めた 13 項目の指標では 9 項目以上が該当するという結果を
根拠に、その影響があったことを明らかにしている。一方で、13 項目の指標によって比べると 51C
型そのものとは差異があることを指摘している。 
第 5 章では、著者は、51C 型が 1955 年に設立された住宅公団の公団標準設計 2DK（以下「公団
2DK」）にどのような影響を与えたかを検討している。公団 2DK は、公務員住宅の標準設計を流用
したものであるが、流用された公務員住宅の標準設計も、13 項目の指標の７項目以上を満たす結




えて、公団 2DK が大量に供給されたことを明らかにしている。公団 2DK は、13 項目の指標では
9 項目以上が該当するという結果となったことを根拠に、51C 型の影響があったと論じている。 
また、第 6 章では、著者は 51C 型が分譲マンションにどのような影響を与えたのかを明らかに
している。ごく初期の頃のマンション事例を見てみると、DK が使われており、51C 型の影響があ
ったとみてもおかしくないが、13 項目の指標では 6 項目以下が該当する結果となる DK が多く、
重要な影響が見られたとは言い切れないとしている。 






体であるとし、オリジナル 51C 型という平面型が、51C 型の理念が最も表現されている型である
ことを明らかにしている。本研究は、そこで示された平面図を、当時、吉武研究室で書かれた解説
をもとに解釈し 13 項目からなる指標を作成することによって、詳細に分析することに成功してい
る。また、この 13 項目の指標によって、その後に設計された公団標準設計 2DK は 51C 型の影響
下にあったこと、一方で、分譲マンション 2DK には 51C 型の影響が限定的であったことを明らか
にすることができた。また、現在でも日本各地に残されている 51C 型に関連する住戸を調査し、
その平面型の変化を明らかにした点は労作に値する。学会内で重要性は認識されつつも十分に理解
されない問題であった、51C 型の実態を取り上げ、当時の資料を集めて 51C 型の成立と発展を明
らかにし、その社会的なインパクトを明らかにするものであり、その学問的価値はきわめて高い。 
  
令和 2 年 1 月 10 日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明
を求め、関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格と
判定した。 
よって、著者は博士（デザイン学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
 
 
 
 
